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奈良教育大学出版会より、
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奈良教育大学生協のほか、
東山書房HP、amazon、
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１回生 ２回生 ３回生 ４回生

導入的・基礎的な内容の学習や教育実習に向けての知識・
能力・態度面での準備を行います。

より実践的・応用的な内容を学ぶとともに、教員養成カ
リキュラムで習得した知識や能力の総仕上げを行います。

実践系列

・教職入門（母校訪問） 
　→ P3へ
・現代教師論 
　（附属学校訪問）

・教育実習 
　スタートアップ 
　（実習参観）
・教育実践基礎演習
　など

・教育実習事前指導
・教育実習事後指導
・教育実習→ P5へ

・教育実習→ P5へ
・教職実践演習

教職系列
・教育基礎論
・教育心理学
　など

・板書実践指導
・教育方法・メディア
　など

・生徒指導・教育相談Ⅱ
・道徳教育の理論と方法
　など

※ 1　 カリキュラム・フレームワークの詳細については、 
http://www.nara-edu.ac.jp/research/05_curriculum.html　 
をご参照ください。

※ 2　 取得する免許状の校種などによって、一部異なります。

※ 3　 各講義のシラバスを公開しています。講義の詳細については、 
http://www.nara-edu.ac.jp/ADMIN/KYOUMU/syllabus.htm 
をご参照ください。

自分の担当授業にむけて遅くまで模擬授業を繰り返す

教育実習中、研究授業後には批評会が行われ、それぞれの授業を振り返ります

特集

奈良教育大学の教員養成カリキュラムでは、「教科系列」「実践系列」「教職系列」の
大きく３つの系列に沿って科目を編成しています。「教科系列」では、各教科の指導方
法や指導内容について学びます。「実践系列」では、学校や園などの現場で体験、観察、
実習を積み重ねることで、教育実践に関する知識と方法・技術を学びます。「教職系列」
では、教育学や心理学に裏付けられた理論や方法を学びます。※ 3 

４年間の大まかな流れ※ 2
自作のワークシートや指導案

教育実習での研究保育。
教員や他の実習生が見
守ります。

奈良教育大学では、入学後の早い時期から学校現場で子ども達に接して、教科指導の
ための専門的な知識と指導力、子どもたちの成長や発達に関する確かな知識と個々の問
題への洞察をふまえた臨床的力量、学校経営の企画力やコミュニケーションなどの対応
力を自分のものにするカリキュラムを用意しています。これらは、本学が定める＜新任
教員に求められる資質能力目標に基づく教員養成のためのカリキュラム・フレームワー
ク＞を通じて、教育学部卒業までに獲得すべき新任教員に求められる資質能力目標に照
らして、各授業科目から何を学び、どのような資質能力を身につけたかを自覚しつつ、
教育実践力を備えた教員に向けて学びを積み上げていくことができます。※ 1 

また、理数、特別支援、食育、福祉、文化遺産など、希望に応じて自分の得意分野に
さらに磨きをかける特色プログラムを用意しています。

奈教で教員になる！
～奈良教育大学の教員養成～
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教育実習を終えた上級生によるパネルディスカッショ
ン。数年後には、自分たちが後輩に話す立場になります

1回生の特色ある授業

教職入門

学校という職場で長く仕事をしてこら
れた先生方の実践に学ぶことができま
す。ベテランの先生方を大学にお招きし、
教師という仕事の困難や苦悩、その向こ
うにある希望や喜びについて、直接伺い
ます。また、すぐれた実践の記録映像を
見ることで、教育現場における今日的課
題やその対策、取り組みについて知見を
広めます。

授業全体を通して、主体的学びを重視
しています。ベテランの先生方の諸実践
や先輩方の経験を学んだ後は、グループ
で意見や感想の交流を行い、気づきや学
びを共有します。また、母校を訪ねて行
う恩師へのインタビューは、たくさんの
ことを吸収するチャンスです。そこで得
たものを報告し合うことで、更なる体験
の共有を図ります。

「教職入門」は1回生の前期（後半）に開講されます。4年後には教師として巣立って
いく新入生たちが、教師という仕事への理解を深め、その力量形成のための第一歩
を踏み出せるよう、さまざまな企画と工夫を盛り込んだ科目です。以下、平成24
年度の授業内容とその特色について紹介します。

第１回 >>>>>> 全体オリエンテーションと「印象に残る学校体験」の交流
第２回＆第３回 > 教師の仕事の諸相①② 思春期の子どもたちと向き合う中学校教育の現場から
第４回 >>>>>> 教師の仕事の諸相③ 涙と笑いのハッピークラス・４年１組いのちの授業
第５回 >>>>>> 教師になるための学び 教育実習を終えた先輩に学ぶパネルディスカッション
第６回 >>>>>> 教師の仕事の諸相④ この学校がオレを変えた・浦商定時制の学校づくり
第７回 >>>>>> 教師の仕事と子どもの学び① 母校訪問の報告と交流
第８回 >>>>>> 教師の仕事と子どもの学び② 母校訪問・インタビュー計画の交流と全体のまとめ

特 色 そ の 1

ベテラン先生の
実践に学ぶ！

教育実習を終えた上級生たちによるパ
ネルディスカッションを通して、奈良教
育大学での学習過程を知ることができま
す。これまでの学びや教育実習での体験
など、教師を目指して歩んできた道のり
について先輩方から話を聞くことで、数
年後のあるべき自分の姿を思い描けるよ
うになります。

特 色 そ の 2

上級生の体験に学ぶ！

特 色 そ の 3

主体的に学び、
学んだことを共有する！

平
成
24
年
度 

授
業
内
容

北海道教育大学教職大学院教授（元滋賀県内公立中
学校教諭） 福井雅英先生にお越しいただき、「思春期の
子どもたちと向き合う中学校教育の現場から」という
テーマでお話をしていただきました

母校の恩師にインタビューした結果を報告、それを受け
て意見の交流を行いました

受講生の声 受講生の声

教育発達専攻
幼年教育専修　１回生
京都府立菟道高等学校出身

橋
は し

詰
づ め

 英
え

里
り

さん

教科教育専攻
数学教育専修　１回生
私立智辯学園高等学校出身

松
ま つ

本
も と

 顕
あ き

良
ら

さん

教職入門の授業を受け、講演会参加
やビデオ鑑賞をしてきた中で、自分の知らな
かった学校の姿や先生と生徒の関わりを知る
ことができました。「涙と笑いのハッピークラ
ス　4年 1組命の授業」というビデオでは、生
徒同士でお互いを支えあい、うれしいことも
辛いこともみんなで共有していたことがとて
も印象に残っていて、あんなクラスを作れる
ような先生になりたいなと思いました。

入学当初、私は、なぜ小学校の教員
を目指しているのにこれほど深い学びをしな
ければならないのかわかりませんでした。しか
し、教職入門の授業で自分が解いた問題を解
説するとき、自分が理解をしていても学びが浅
ければ理解してもらえず、それどころか正しく
伝えることすら難しく思いました。学びを深め
る意味はここにあるのかと、今後の授業に取り
組む姿勢を変えてくれた授業でした。

＿SUMMER 2012　ならやま 3



 2 回生の特色ある授業

板書実践指導

教育実践開発研究センター内に「教師力サポートオフィス」
を設置しています。「ふかめる」「めざす」「つなぐ」「ささえる」
の4つのキーワードを基に、教師になるために必要な能力や学
ぶべき知識を身につけるためのサポートを行っています。

机・いす 24セット、黒板（前面・
背面）、電子黒板等を配置、実際の学
校で使用されていた掲示物を掲示す
るなど、実際の学校教室を再現して
います。

現在、授業や教員採用試験対策（模
擬授業・集団討論・面接）などに利
用されています。模擬授業では、よ
り現場に近い雰囲気で練習すること
ができます。

また、教室に
常備しているお
りがみ・画用紙
等の文房具を使
い、学生が教室
環境整備を行っ
ています。

実際の学校教室を模したモデル教室があります。モデル教室があります。

こんなことを行っています。
●模擬授業・教育実習などに使う、教材作りの支援
●教師力 100冊の閲覧・貸出 
●教育をテーマにした、DVD・VTRの視聴、貸出 
●教育実習やスクールサポートのリフレクション 
●教職ノートの配布（中身の補充など） 
●学生主体の学習会の開催 

SST養成プログラム（新理数）
理科・数学（算数）に強い教員を養成するためのプロ
グラム。優れた教育実践力と高い専門性を備えた Super 
Science Teacher(SST)を養成しています。子どもたちの
理数離れが叫ばれる中、重要な役割を担っています。

食育・健康教育プログラム
学校における食育推進のリーダーとして、教材開発をは
じめ、全校の年間指導計画の作成などに力量を発揮できる
人材を育成しています。食育の必要性や考え方を体系的に
学ぶ一方、子ども料理教室等における調理指導や、食品加
工工場での実習などを通して、食育について実践的・体験
的に学びます。

文化遺産教育プログラム
奈良の特色である文化遺産を対象とし、小学校、中学校・

高等学校や地域での教育内容・方法を豊富化できる教員・
教育者となることを目指します。

保育士試験受験応援プログラム
保育士試験受験者に対し、受験のサポートを行うと共に、
履修指導のなかで保育士に必要な力量形成を図り、保育士
としての資質を高めます。

その他、教育・心理探求プログラムや実践的特別支援教
育プログラムなどが用意されています。

特色プログラム

教師力サポートオフィス

担当教員より

美術教育講座　准教授 

谷
た に

川
が わ

 雅
ま さ

夫
お

先生

現在ではパソコンの普及により書
くことが少なくなり、書く力の低下
が顕著です。しかし教育の場におい
て、子ども達の学習理解は教壇に立
つ教師の板書力にかかっています。
この授業では板書する文字を美しく
書けるように、黒板とチョークを使っ
て実践的に学ぶ“教師力”を高める
授業です。教育実習に自信を持って
臨めるようここでしっかりと腕を磨
き、採用試験の模擬授業でも堂々と
板書して合格をゲットしてください。

注目の施設C lose up!

2回生時に開講されます。「漢字の基本点画の書き方」「ひら
がなの誕生とその美」「漢字を整えて書く」などのテーマのもと、
読みやすい字形からチョークの持ち方、大きな黒板をどのよう
に使うのかなど実践的指導を受けることが出来ます。またデジ
タルカメラで記録した初期の板書と最終回の板書を比較し、自
己評価も行います。このような板書に関する授業が必修授業と
して行われるのは、全国の大学で本学が初めてです。

自分の興味や得意分野に磨きをかけられます！
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教材研究など、担当する授業に向け
てやらなければいけないことがたくさん
あって大変ですが、生徒から「今日の授
業おもしろかった」などと言ってもらえ
ると頑張ろうという気持ちになります。
生徒に満足してもらえる授業にするため
にも、事前準備は欠かせません。
また実習中は、教員の授業以外の様子

など、自分が教わる立場だった時には見
えなかった部分が見え、教員という仕事
についてより深く知ることができます。
これから実習を経験する皆さんには、

時間のあるうちに様々なことを経験して
おくことをお薦めします。様々な経験が
生徒との会話につながるなど、実習に役
立ちます。

受講生の声

教育学部学校教育教員養成課程
身体・表現コース　４回生
富山県立魚津高等学校出身

早
はや

川
かわ

 健
けん

人
と

さん

「教師力モデル開発プロジェクト」（平成 22～ 24年度）の一環として、「教職ノー
ト」を作成、配付しています。これは、質の高い教職の学びを得るためにつくられ
たガイドブックであり、ワークブックです。教員や学校について、カリキュラムに
ついての解説・紹介や、教職科目で使用するワークシートが掲載されており、４年
間の学習の履歴を振り返る資料となります。

３回生の特色ある授業

教育実習

実習期間だけが
教育実習では
ありません

奈良教育大学教育
実習の特長

教育実習を本当に意味のあるものにす
るために、「事前指導」と「事後指導」が
行われます。「事前指導」は、教育実習生
として教壇に立つための準備をする授業
で、実習に関する基礎的なことを学んだ
後、学校種（幼・小・中）ごとに分かれて、
講義、観察実習、事例研究、ワークショッ
プなどを通して教育実践を学びます。「事
後指導」は、実習経験を振り返るための
授業です。実習体験を発表したり、文章
化したりしながら実習中の自分を見つめ
直すことができるように、シンポジウム
形式で実施されます。

特 長 1
　多くの学生が実習を行う附属幼稚園、
附属小学校は、大学キャンパスに隣接し
ているため、教育実習の期間中であって
も図書館や学生オフィスなどの施設を活
用しやすく、実習仲間と情報交換を行い
ながら教材研究などの授業準備ができま
す。また、大学教員がすぐ近くにいるた
め、実習中に悩んで相談したくなったり、
アドバイスをもらいたくなったりした場

合でも、研究室を訪ねやすい環境にあり
ます。
　また、実習終了後もキャンパス内を登
下校する附属小学校の児童に声をかけら
れることもあります。

特 長 2
　附属学校園での実習では、大学で一緒
に学んでいるメンバーの多くが一緒に実
習期間を過ごします。担当授業のための
教材研究や模擬授業、担当クラスのため
の話し合いなども、普段から親しい仲間
たちと刺激し合い、支え合いながら取り
組むことができます。

事後指導のシンポジウム

生徒たちが理解しやすいように、試行錯誤を繰り返す

  特に附属学校園で（実習する場合　　 ）

教職ノート

奈良教育大学では、２度教育実習に参加する機会があります。１度目は、卒業要件に
係る教育実習で、３回生時に原則として４週間実施します。２度目は、卒業要件以外に
副免許の取得を希望する場合に必要となる教育実習で、４回生時に行います。（実習先は、
附属学校園、出身校、協力校のいずれかになります。）
実習中は、授業はもちろんのこと、それ以外の学級指導や課外活動、保護者への対応

など様々な場面を経験し、実践的に学びます。また、担当する授業や保育のために、学
習指導案（保育指導案）の作成や教材研究など、遅くまで準備を行います。
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4回生

教採対策
教採用対策講座・ 
特別プログラム

勉強の仕方からエントリーシートの書き方、筆記試験対策、面接、模擬授業まで外部講師
や本学教員が幅広く指導します。

教採用模擬面接・ 
模擬集団討論・模擬授業

校長を務められた方を面接官にお迎えし、
本番さながらの雰囲気のなか模擬面接、模
擬集団討論や模擬授業の練習をし、アドバ
イスを受けることができます。

教採用模擬試験 本学で実施している教採用模擬試験を一部のものを除いて無料で受験することができます。

教採向け実技対策
音楽や体育、図画工作などの実技について指導を受けることができます。また音楽練習室
やプール、体育館などの施設が練習場所として開放されている場合は、それらの施設を利用
して練習することができます。

教採向け就職相談員 長年教員を務められた方を相談員（本学 OB）としてお迎えしており、勉強の仕方や受験
する自治体や校種別の特徴、自己分析など具体的に踏み込んで相談できます。

教採向け参考書・ 
過去問等各種資料等の提供

キャリアサロンには、教採に関する参考書等が置いてあり各種情報提供しています。グルー
プで自主勉強するための模擬教室、ビデオカメラ等の貸出も行っています。

学校及び地域の教育支援活動に参
加する「人材育成」を目的に、学校
教育活動や子どもの人権・発達等に
関する理解を深めた上で活動する研
修と、実際の活動の中で学んだ事柄
を理論的・反省的に理解し直す研修
を平成 22年度から実施しています。
また受講した講座に応じて、「スクー
ルサポーター 2級」とそれよりもさ
らに上級の「スクールサポーター 1
級」の認証を行っています。

スクールサポート研修・認証制度 

担当教員より

取得者の声

学長補佐（就職担当）、教授

宮
み や

下
し た

 俊
と し

也
や

先生

学校教育教員養成課程
教育・発達基礎コース　
幼年教育専修　２回生
私立帝塚山高等学校出身

久
く

保
ぼ

 瑳
さ

江
え

子
こ

さん
スクールサポーター２級

教員養成大学である本学は、優秀な教員を育成し世に送り出す社会的責任を担ってい
ます。就職支援室は教員採用試験に一人でも多く合格できるよう、模擬試験、面接や集
団討論、模擬授業、実技支援、就職支援メールマガジンの発行、就職相談等によって、
学生の進路に対する不安を安心に変え、学生同士が互いに切磋琢磨しあう大学風土を築
いています。晴れて教職に就く夢が果たせるよう、これからも全学をあげて取り組んで
いきます。

課外で教師力を高める

取り組みも‼
 
 

奈良教育大学 教育実践開発研究センター 地域教育支援開発部門  

 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

２級認定に必要な３時間 

 講義名 時間 形態 

講義１ スクールサポート原論 60分 講義 

講義２ スクールサポート方法論 60分 
演習 

講義 

講義３ こども理解論 60分 講義 

 

次に、学校現場を実際に

支援し、報告書を１０回

分作成。

 

 講義名 課題 

講義４ 

ボランティア体験のふ

り返り（有償・無償を問い

ません） 

10回
分の
レポ
ート 

 

 

 

 

 講義名 時間※ 形態 

講義８ 中間研修 90分 演習 

 

希望者には、有料で一般社団法人「教

育支援人材認証協会」発行の「こども

パートナー」や「こどもサポーター（学

校活動支援）」の認証も受けることがで

きます（詳しくはホームページ参照）。

 

 

春・２級認定 

（2015 年 3 月まで有効・更新あり） 

年度内に 10

回の活動 

秋・講義１ｺﾏ 

※ 講義５～８の講義時間は、若干長くなる場合があります。 

年度末・１級認定 

（2015 年 3 月まで有効・更新あり） 

４月または５月に

３つの講義の受講

で「スクールサポー

ター２級」の認定

（無料）。

秋には、サポーター同士

で、鍵的場面や討議をも

とに各自の経験の実践的

理解を深めます。

受講料はす

べて無料。

 

 講義名 時間※ 形態 

講義５ 
スクールサポート危機管

理論 
60分 

講義 

演習 

講義６ 障害のあるこども支援論 90分 講義 

講義７ 現代のこども・教育事情論 60分 講義 

 

現場での経験をふまえて

学校や教育に関する事柄

を夏休みに大学で１日か

けて学びます。

秋・講義１日 

学校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ経

験の証明とな

るだけでなく、

それ以上の「学

びの証」ね。

私は、スクールサポーターとして、小学校の特別支援学級に行かせていただいて
います。障害を持った児童以外にも、対人関係や家庭環境に悩む児童が在籍しており、
現代の子ども達の悩みについて考えるきっかけとなりました。スクールサポーター
研修・認証制度では、学校現場での体験を振り返る機会もあり、とても充実した制
度だと思います。参加してよかったです。

就職支援室では、教員採用試験
対策として様々な講座や模擬試験
などを提供しています。

本学教員らが試験
官役となり、本番
さながらの模擬集
団討論を行います

学長や本学教員から、教員採用試験
受験者へエールが送られます
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附属幼稚園での
「科学の日」プロジェクト
～子どもたちの瞳に科学の輝きを～

１ はじめに

理科、数学（算数）が嫌いな子が増えていると言われて
からずいぶん時間が経ったような気がします。いろいろ
考えていくと、どうもこれは単純に理科・数学（算数）と
いう科目が嫌いだという現象では捉えきれないことがわ
かってきます。若い世代のいわゆる「考える力」が弱くなっ
ているとの指摘がなされています。むしろこの考える力
の喪失が根本原因で、その力を最も必要とする理科や数
学（算数）に強く影響が出ていると見るべきでしょう。
さらに考えなければならないのは「学習意欲」の低下
です。国際学力調査の結果などをみても、日本の若い世

理数教育研究センター

センター長 松
まつ

山
やま

 豊
とよ

樹
き

羅
N

S

EW

盤
針
奈良教育大学の
取り組み

代の学習意欲は先進国の中で最低水準にあります。学力
試験の成績の上下よりこのことの方が危機的ではないで
しょうか？　理科や数学（算数）を勉強していて楽しくな
いのです。学力のことを抜きにしても、考える力は重要
な「生きる力」の１つです。その喪失は深刻です。逆に言
えば、理科や数学（算数）はその力を育てる格好の舞台を
提供してくれます。だから理数教育なのです。
本学では、平成17年度から理数科の特別な教育プログ
ラムを開始しました。理科・数学（算数）に強い教員の養
成が目的です。理数を楽しめない教員は、理数を楽しめ
る生徒を育てられません。それが何世代にもわたって伝
播していきます。教師という職業の怖さです。

段ボールで作った空気砲を使った実験に、
園児たちは大騒ぎ。
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2  子どもたちが考えること

教育プログラムは、学校教育の各段階に対応するため
に年次を進めるにつれて大きく成長して来ました。小・
中学校の義務教育段階から高校教育、教員養成のための
理数、大学院へ。そして今、重要な原点回帰に取り組み
始めています。附属幼稚園の支援を得て就学前の子ども
たちへ科学体験を提供する取り組みです。
子どもたちには、教科の分類はある意味関係がありま
せん。たちまち素直に反応を返してきます。「おもしろ
い！」、「もっとしたい！」、「つまんない！」、「もういや！」
と。考えてみると論理・抽象思考能力を、一体いつから
獲得していくのでしょうか？よく言われるのは、「９.５歳
の脳」です。子どもたちは、9歳半ぐらいから論理的思考
や抽象的思考を獲得していくらしいのです。それでは、
それ以前の幼年期の園児たちには、そもそも科学教育は
無意味なのでしょうか？
突然ですが、この一節、
「むかしむかし　あるところに　おじいさんとおばあさ
んがいました。おじいさんはやまにしばかりに　おばあ
さんはかわにせんたくにいきました。」
は、誰もが小さいときに聞いたのではないでしょうか。
また、お父さんお母さんになってから、お子さんに話し
て聞かせたのではないでしょうか。そう、昔話の冒頭の
くだりで、この後の展開によって、桃太郎や一寸法師や
かぐや姫のお話になります。なぜこんなことを持ち出し
たかと言いますと、このくだりをよくよく読み返すと非
常に抽象的でかつ論理的なことが再認識されます。
「むかしむかし」っていつ？「あるところ」ってどこ？

「おじいさん」「おばあさん」って一体誰？「やま」ってど
の山？こんな具合に、全然具体性がないのです。でも、
子どもたちは、すんなり受け入れて心地よくお話を聞き
ます。さらに、このフレーズは理論物理学を専門とする
私からみるとかなり論理的なのです。「むかしむかし」は
「時刻ｔ」に、「あるところ」は「位置x」に読めます。言わ
ば、『変数』として解釈できます。「おじいさん」「おばあさ
ん」は、年齢の高い男女を意味しますが具体的な年齢は
問題にしていません。必要なのは、【属性の区別】です。
その後の一文で、男性である「おじいさん」は山で芝刈り、
女性である「おばあさん」は川で洗濯という異なった作業
をしています。しかも、川で芝刈りでも山で洗濯でもな
いのです。属性に起因する【拘束条件】があるのです。仮
に「おじいさん」という属性をE、「おばあさん」という属
性をH であらわすと、それぞれの行動をE（t，x）、H（t，
x）という『関数』で表すことができそうです。桃太郎関数、
または一寸法師関数、はたまたかぐや姫関数を加えると
主役者がそろいます。もしかしたら昔話全体は、関数の
集まりで記述できるのかもしれません。
このように考えると幼児の脳は、極めて抽象性と論理
性の高いお話をすんなり受け入れているように思えるの
です。こんな全く具体性を欠くお話をおねだりまでして
聞きたがる、そんな脳を持っているのです。そんな脳が、
本格的な科学をどう受け入れるか非常に興味深い点です。
ちなみに、マックスウエル電磁気学は電場E と磁場H（と
電荷密度ρ）で書かれるお話です。ストーリー展開は異
なりますが。

普段幼稚園ではできない
理科実験を体験しました。
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3  「科学の日」プロジェクト

事の起こりは附属幼稚園の卒園遠足の行事でした。園
を旅立つ年長さんを送り出すイベントの一つで、全園児
が一緒になって大学内へ繰り出し、様々なところで体験
的な学習を行います。理数教育研究センターもこの行事
に参加してきました。理科棟内の実験室で、普段幼稚園
ではできない理科実験を行います。例えば、液体窒素で
凍らせたバナナで釘を打ったり、薔薇の花を粉々にした
り、段ボールに穴をあけて空気砲を作り見事な煙の渦輪
を発生させたりと、大騒ぎの実験です。160名近い園児
たちが入れ替わり立ち替わり来襲し（失礼）、学部生、院
生、教員が一丸となって対応するという実にタフなイベ
ントです。毎日、園児たちに接している幼稚園の先生方
には頭が下がります。
こうしたドタバタの中の随所で感じたのは、子どもた
ちは思った以上に「理解しようとする」点です。なんでバ
ナナで釘を打てるのか？きれいな渦輪を作るにはどうし
たらよいのか？一通りの騒ぎが収まると理由を求めよう
とします。おそらく DNAレベルでプログラムされた好奇
心がむくむくと顔を出し、「なぜなぜ攻勢」が始まります。
これを発端に新しい試みを開始しました。「科学の日」
プロジェクトです。附属幼稚園の年長さんを中心に、理
数教育研究センター企画の科学イベントを実施しようと
いうものです。第１回目として、5月18日に金環日食勉

強会を行いました。21日に奈良市では282年ぶりとなる
金環日食が観測できたのですが、それを目前に、金環日
食が起こる仕組みについて本学の理数教育プログラム参
加の学部生・院生及び有志が寸劇によって解説を試みま
した。太陽さん、地球さん、お月さんが舞台を走り回り、
天体の織り成す妙技に挑みました。さらに、保護者を対
象として本学地学教室の和田穣隆教授による解説を行い
ました。
このプロジェクトには、もう一つ大きな意義を期待し
ています。子どもたちの前で我々は全ての専門用語や数
式を封じられます。得てして、我々は専門用語一言で分
かっているような気になっています。でも本当でしょう
か？知識として獲得した衣服をすべてはぎ取られ丸裸に
なります。子どもたちのわかる言葉で、わかる理屈で本
質を伝えなければなりません。これは本当にその現象を
深く理解していなければできない超高難度のミッション
です。その体験は、将来、教師になっていく学生らに相
当のインパクトを与えます。究極の授業評価かもしれま
せん。今後、「科学の日」プロジェクトは、継続的に実施
される予定です。

4  おわりに
　

最後に一言。子どもたちは思っている以上に科学者で
す。その瞳が好奇心で輝くことを願っています。

金環日食勉強会の様子。
世紀の天体ショーに向けて理解を深めました。
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クローズ
　アップ
本学教員の研究を
詳しく紹介

どうして「私語」を
　　　　するのか?

さて、少々唐突かもしれませんが、まずは質問です。
皆さんは、授業中の私語はいいことだと思いますか ?
よくないことだと思いますか ?　おそらく、ほとんど
の人が「それはいけないことだ」という回答をするか
と思います。
それでは、もう１つ質問です。皆さんは、いままで
に私語をしたことはありますか ?　この質問について
は、きっと、ほとんどの人が「したことがある」と答
えると思います。つまり、私たちの多くは「私語はし
てはいけない」と考えているのに、「私語をしている」
という、ちょっと不思議な現状があるようです。

私語が持つ、このような奇妙な点は、これまでにも
いろいろな研究者たちに指摘されてきました（例えば、
小牧・岩淵 , 1997; 卜部・佐々木 , 1999）。なぜ、私
たちは、「してはいけない」と考えているにもかかわら
ず、私語をしてしまうのでしょうか。
この問いについては、実際に授業を受けている時
間を想像してみると、答えやすいかと思います。ある
授業で、あなたがひとり静かに授業を聞いているとき
に、隣にいる友だちが「昨日のサッカー見た ?　面白
かったよね～」などと話しかけてきたとします。この
とき、本当は「授業中に私語はしてはいけない」と思っ

なぜ、「してはいけないこと」を
するのか?

私語は「いいこと」?
「よくないこと」?
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クローズアップ

ていたとしても、「そうそう、俺も見た見た～。特に前
半終了3分前に決めたシュートがさ～」などと、一緒
に私語を始めてしまうのではないでしょうか。「今は授
業中だから、その話はあとで…」という返事をするこ
とは、なかなか難しいですよね。では、なぜ難しいの
でしょうか。これまでの研究（島田 , 1999）では，相
手が話しかけてきているときに、これを断ってしまうと、
「相手に悪いかな」とか、「つきあいが悪いかな」など
と考えて、このような返事ができなくなるのではない
か、という報告もなされています。
この場面では、「私語はしてはいけない」という規範と、

「友人が話しかけてきたら、返事をしなくてはならない」
という規範が2つあると思われます（出口 , 2009a; 髙木・
村田 , 2005）。ここで問題なのは、2つの規範を同時に
守ることが難しいということです。そして、少なからぬ人
が後者の規範に注目して、「私語はいけない」と思いつ
つも、「友人には返事をしなくてはならない」という規範
を守るために、私語をしてしまっているのではないでしょ
うか。
このように、「いくつかの規範があるとき、その場面
で注目された規範が、その人の行動に影響を与える」
という考え方は、心理学では「規範的行為の注目理論」
と呼ばれています（例えば、Cialdini et al., 1991; 髙木・
村田 , 2005）。この考え方に基づけば、授業中に私語
をしている学生は、けっして規範を無視しているわけ
ではなく、しっかりと規範に従っていることになります。
ただし、その規範は「私語をしてはいけない」という規
範ではなく、「友人には返事をしなくてはならない」とい
う規範である、ということになります。
過去の研究では、私語をよくしている人は、対人関

係に関する適応度が比較的高いことが示されています
（出口・吉田 , 2005）。つまり、私語という「してはい
けないこと」をすると、友だちと仲良くなれるかもし
れない、ということになります。これに関連して、「大
学では、いろいろな人と交流したい」と思っている人は、
「私語はいけないことだ」と思っていたとしても（つまり、
高い規範意識を持っていたとしても）、私語を頻繁にす
ることも報告されています。さらに、コミュニケーショ
ン能力（社会的スキル）が高い人は、私語をする頻度
が高いということも知られています。

さて、これでは、授業中に私語をすることは「いいこ
と」で、しない方が「よくないこと」のような感じを受
けられるかも知れません。しかし、もちろん、そんな
ことはありません。みんなが私語をすれば教室は騒が
しくなり、教員の声が聞き取れなくなるなどして、授
業を進めていくことが難しくなります。そして、自分た
ちだけでなく、他の人の勉強も妨害することになりま
す。これは、当然のことながら「よくないこと」でしょう。
しかし、その「よくないこと」をすれば、先ほど書い
たように、「友だちと仲良くなれる」という「いいこと」
が起こるかも知れないのです（出口・吉田 , 2005）。
さて、ここでもう1回、質問です。みなさんは、授業
中の私語はいいことだと思いますか ?　よくないこと
だと思いますか ?　なかなか難しい質問ですよね。で
も、これを読んでいる皆さんは、授業中の私語はなる
べくしないでくださいね。

さて、いろいろと書いてきましたが、人によっては、
「『友だちと仲良くなれる』から私語をしよう！とかなん
て、いちいち考えないよ。周りがうるさければ自分も
私語をするし、静かだったら、周りにあわせて静かに
するだけだよ」と思った人もいるかも知れません。確
かにその通りで、周囲の人たちが騒がしければ私語
をしやすくなり、静かだったら私語はしにくくなります
ね。このように、周囲の「状況」（騒がしいか、それと

「周りの人がしている」から
私語をする

私語は「いいこと」?
「よくないこと」?  その２

出口先生を中央に、ゼミの学生たちと
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要があるのです。
また、例えば「私語」を、いわゆる「内職」（授業に
関係のない課題等をすること）や「携帯メールの使用」
などと読み替えてみたらどうでしょうか。これらは、授
業中に行うにはあまり好ましくない行為とされていま
す。これらの行為が、教室中に広がる場合と広がらな
い場合の違いがわかれば、教育に携わる人たちにとっ
ては、ちょっと興味をひかれる知見になるかもしれま
せん。このように、私語について深く検討していくこと
は、私語だけでなく、教室にいる人々の行動に関する、
より一般的な法則を見つけ出すことにもつながるので
はないかと考えています。

も静かか）も、私語を考える上で重要な原因の１つに
なります。現在、私が行っている研究（例えば、出口 , 
2009b）も、こういった「状況」に着目したものです。
仮に、教室のみんなが「周囲の人たちが騒がしけれ
ば私語をして、静かだったらしない」と考えていたとし
ます。この時、もしも教室の一部が騒がしくなった場合、
それが連鎖反応のようにどんどん周りに広がって、教
室中が私語だらけになるのでしょうか。それとも、ど
こかで踏みとどまって、私語は広がらずに済むのでしょ
うか。実際には、両方のケースがありそうですね。だ
としたら、教室中に私語が広がる場合と広がらない場
合とでは、何が違うのでしょうか。
このことを明らかにしていくためには、いろいろなこ
とを考える必要があります。例えば、ここでいう「周囲
の人たち」とは、どのくらい遠くにいる人までなのでしょ
うか。自分の座席の隣にいる人まででしょうか ?　そ
れとも、隣の隣の人まででしょうか ?あるいは、「騒が
しい」と感じて私語をするのは、周囲の人たちのうち
何割の人が話した場合でしょうか。５割 ?　それとも３
割 ?　これらの問題については、まだまだ研究中といっ
たところです。

ここまで読んで、「そんなことについて調べて何にな
るの ?」と思う人もいるかも知れません。しかし、もし
も私語が個人の問題だけではなく、周囲の「状況」に
よっても生じるものであるとしたら、学生や子どもたち
に対して「私語はいけないことなのです」と、教員が
いくら熱心に説明しても、私語はあまり減らせない可
能性があります（なぜなら、「私語はいけない」という
ことは既にわかっていても私語をするのですから）。で
すので、いろいろな観点から、私語について考える必

−引用文献−
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「私語」について調べる
ことの大切さ

ゼミの様子

専門は、教室における規範逸脱行動。
名古屋大学大学院博士後期課程修了。日本
学術振興会特別研究員、藤女子大学人間生
活学部講師を経て、現職。学校心理士。

主に、心理学の教育場面への応用について研
究している。

学校教育講座

准教授 出
で

口
ぐち

 拓
たく

彦
ひこ

プロフィール

『社会的迷惑の心理学』
（ナカニシヤ出版）
  「授業中の私語に関する章を執筆」
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●文化財・書道芸術コース

●環境教育コース

●科学情報コース

シーボルド研究室の紹介

卒業論文のテーマ

●日本のアニメーションから見る流行の変化
サブカルチャーは時代背景や流行、経済状況と関連がみられる。そ
のひとつであるアニメーションを取り上げ、その変遷と時代背景の影
響を調べ、次に流行すると考えられるアニメーションの特徴を推測
した。時代ごとの特徴の変化と、推測した次世代のヒロイン像を連
作として制作した。

●造形美と機能美を探る―美学・美意識とデザインのかかわり―
身近にあふれている様々なものの「かたち」には作り手のどのような
意図があるのか、そして「デザインする」とはどういうことなのか、美
学・美意識という観点から探った。「造形美」と「機能美」をキーワー
ドに、多様なかたちに対する私たちの見方を造形的に整理した。

　私は、戦後の日本漫画におけるキャラク
ターデザインの変化についての研究を行って
います。年代ごとの主な漫画を基に、それと
対応した年代における社会の出来事と関連
付けながら、キャラクターデザインが変化して
きたきっかけを探っています。今や世界で愛さ
れる日本漫画ですが、今現在のキャラクター
デザインはどうやって生まれてきたのかの変
遷を含め、これからもっと深めていきます。 私立開智高等学校出身

学校教育教員養成課程
身体・表現コース 4回生

三
みつ

井
い

 有
ゆ

紀
き

さん

─ 学生による研究室紹介 ─

学校教育教員養成課程 教科教育専攻 美術教育専修

（改組前：学校教育教員養成課程 身体・表現コース

 美術教育専修）

構成・デザイン

シーボルド千
ち

佳
か

子
こ

研究室

ラボ・レター

　私たちが所属する美術教育専修では、３回生に入ると同時に
研究室配属が決まります。その中でもシーボルド研は、３回生
の秋～冬頃から月一のペースでゼミが始まり、それぞれに卒業
論文のテーマを考え始めます。自由に持ち寄った興味のあるテー
マを出し合い、共有しながら、自分に合った研究内容を模索し
ていきます。この、ゼミという情報を共有できる場があるおか
げで、研究が現実的なものであるかについてなどを含め、先生
はもちろん他のメンバーの意見も取り入れながら深めていくこと
ができます。４回生の４月に研究内容が決まってからのゼミは、
それぞれの進み具合を報告し合う機会となります。
　卒業論文と併せて卒業制作もあります。これは、卒業論文の
内容と関連する作品でも、関連しない作品でも良いものとなっ
ています。平面や立体などの形態も自由で、これに関してもゼミ
で相談しながら決めていきます。卒業制作の作品は、毎年３月
に奈良県文化会館をお借りして開催する卒展にて展示されます。
　また、この研究室は出来てから今年で２年目という、新しい
研究室であることも特徴です。そのため、これからどんどん好
きな研究を進めていける、のびしろ満載の研究室です。

　私たちが今現在進めている卒業論文は、みんなそれぞれに全
く内容が違います。デザイン研究室とひとえに言っても、例えば、
パターンデザインに関することを研究している人もいれば、キャ
ラクターデザインに関することを研究している人もいたりと、幅
広いデザインにまつわる研究ができる環境がここにはあります。
それにより、本当に自分が好きなものや、興味のあることにつ
いて研究を進めていくことができます。先生は、私たちの「好き」
や「興味」に寄り添って、意見をくださったり、助言してくださっ
たりします。難しい問題に直面したときなどは、ゼミでそれを共
有し、先生とメンバー全員で意見を出し合いながら共に考えて
いくため、自分の興味の範囲外のデザインのことについても学
べる機会となり、すごく楽しいです。

　私は、大学に入学してから、彫刻や工芸、油絵、日本画など、
多くの新しい経験をしました。どんなことをするにも、自分らし
さを出すことを考えていました。ある時、デザインの授業で先生
が、「デザインは、自分のためじゃない、誰かほかのひとのこと
を考えてするものだ」とおっしゃいました。私はその言葉に「はっ」
としたことを覚えています。それまでは、自分の好きなものを自
分の好きなように描く、ということだけを楽しんでいたのだと思
いました。たとえば、こどもの遊具をデザインする場合、色や
形を自分の好みで決めるということではなく、その遊具を使って
遊ぶこどもが興味を持つ色や形、遊具の安全性などを考えます。
そのような、他者の立場に立って考えるという視点を持ち、使う
誰かを思って、考え、制作していく姿勢が、デザインをする上で
大切なのだと学びました。

「好き」や「興味」を追求できる環境

デザインとひととの関わり

兵庫県立加古川東高等学校出身

学校教育教員養成課程
身体・表現コース 4回生

中
なか

島
しま

 由
ゆ

衣
い

名
な

From さん

●色から感じる印象と色彩感情
私たちが配色を考えるとき、色の性質や効果だけでなく好みも関係
してくる。制作だけでなく日常生活にも深く関わる色の役割や作用
に興味をもったため、色の見え方や色の感情効果、色彩嗜好等につ
いて調べた。卒業制作では、ホルスト作曲「惑星」全７楽章それぞれ
のイメージにあった色彩を用いて制作した。
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国語科の追いコン。加藤先生と後輩の清水さん

「�考えたことは
外に出さなければならない。」

　2012年４月、私は橿原市立大成中学校に着任いたし
ました。国語教諭として、忙しいながらも充実した日々
を送っています。現在は１年生を担当しています。４月
当初は初々しさが残っていた生徒達も、２ヶ月が過ぎて
少しずつ中学生らしさが出てきており、成長の速さに驚
かされています。また、積極的に挙手をし、意見を言っ
たり、音読をしたりと意欲的に学習に取り組む生徒が多
く、生徒同士による活発な議論がなされることもよくあ
ります。そういった生徒の良さをさらに伸ばすために、
毎日教材研究に明け暮れています。部活動は陸上部を
担当しています。練習の指導や大会の役員など、分から
ないことが多く、周りの先生方に助けられる毎日です。

　私は大学時代、国語学について研究していました。研
究は難しく、なぜだろうと考えることが多く、考えても
すぐには答えのでないことばかりでした。また、導き出
した答えも正しいという確証はなく、自分なりの答えが
出せたら、ゼミの時間に先生や後輩に聞いていただきま
した。どんな反応が返ってくるか、ドキドキとワクワク
が入り混じった何とも言えない気持ちだったことを覚え
ています。聞いてほしいという気持ちと、的外れなこと
を言っていたらどうしようという気持ちが交錯していま
した。しかし、自分の考えを他の人に伝えるということ
は、非常に大切なことであると感じました。意見を伝え
ることで、新たな発見に出会うことができます。正しい
のかどうか分からないことを発表するのはためらわれま
すが、勇気を出して発表すると、新たな学びへとつながっ
ていくことを学びました。

　生徒たちは毎時間、一所懸命考えています。登場人物
の心情について、文章のまとまりについて、文法につい
てなど様々なことを考えては、ノートに書いたり発表し
たりして、自分の考えたことを外に出しています。私は、
初めての国語の授業の時に「考えたことは外に出さなけ
ればならない」ということを生徒達に伝えました。考え
たことを自分だけのものにしておくのはもったいないこ
とだと思っています。勇気を出して、1つの意見をみん
なが共有できる形にすることで、集団の学びがより良い
ものになると考えています。

『
ひ
と
・
あ
れ
・
こ
れ
』

―
活
躍
す
る
卒
業
生
を
紹
介
―

緊張感をもって取り組んでいます

After 

graduation

（言語・社会コース 国語教育専修

  2012 年３月卒業）

橿原市立大成中学校勤務

1年生学年係

山
やま

田
だ  哲

さと
史
し

さん

奈良県で行われた近畿地区国立大学体育大会にて準優勝を果たした学生時代
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平成23年春に家庭科教育の学生が
中心になって発足したのが、なっ
きょん食育塾。食や健康に関する
様々な取り組みをしているんだっ
て。ここには、活動の記録が掲示
されているよ。この時は、実習園
での米つくり体験学習公開講座の
写真がいっぱい。

おもしろいものがたくさんあり
そう！ 早速行ってみよう!! 
まずは理科１号棟から。

奈教のひみつ 学生広報スタッフ“なっきょん’s CLUB”企 画

通用門からまっすぐ進んで右手にある建物、それが理科棟です。
理科棟は理科 1 号棟と理科 2 号棟から構成されており、平成 20 年度に理科 1 号棟、
平成 22 年度に理科 2 号棟の耐震・改修工事が行われ、きれいに生まれ変わりました。
そんな理科棟にはどんなひみつがあるのでしょうか。

理科棟には理科教育講座や家庭科
教育講座の先生の研究室や実験室
が集まっているんだよ。

なっきょん

学生手作りのエプロンや帽子を
着けたなっきょんの姿も…。

学内施設紹介   ～理科棟〜

なっきょん食育塾

理科２号棟

学校教育教員養成課程  理数・生活科学コース４回生

落
おち

合
あい

 絵
え

未
み

さん（奈良県立畝傍高等学校出身） 学校教育教員養成課程
理数・生活科学コース４回生

磯
い そ

部
べ

 茜
あかね

さん（奈良県立郡山高等学校出身）

理科棟の中で枝豆、たまねぎ、かぼ
ちゃを栽培。大きくなったので、こ
の前実習園に植えかえたんだよ。

今年度は、学生企画活動支援事業に採択され
て、より一層学生主体で活動していくんだっ
て。家庭科教育だけでなく、奈良教育大学の
学生みんなで取り組んでいくよ。

理科１号棟
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他にも理科棟内のいろいろ
な所に、それぞれの分野の
研究成果が張り出されてい
ます。

かわいいけど
さわれない…

松井研究室の前でカエル発
見！左がケロで右がミミ。奥
吉野実習林の近くでつかま
えたんだって。

緊急用シャワー

カエルのケロとミミ

理科１号棟も２号棟も
３階建て。
なのにエレベーターの
階数ボタンは６つ！
その理由は…。　

理科２号棟へ向かう途中には、
天文台への入口が。

（天文台については、ならやま
2011夏号を確認してね）

斜面に建っている
から！同じ階でも
高さが違うよ。

高校での理数科教育を支援するために設置され
た、地域の高校に開かれた実験室。連携校の生
徒たちが訪れ、大学教員や大学院生等の指導の
もと、実験に取り組んでいるよ。

理科1号棟には、理数教育研究セ
ンターの施設が設置されているよ。
その一つ、オープン・サイエンス・
ラボには、原理・法則を意識しな
がら、興味を持って実験に取り組
めるような工夫を凝らした最新の
設備がそろっているんだって。

1号棟

2号棟

理科2号棟へ…

実
験
中
に
急
に
薬
品
を
浴
び
た
時
な
ど

に
使
う
ん
だ
っ
て
。
く
さ
り
を
引
く
と
大

量
の
水
が
出
て
き
て
、
洗
い
流
せ
る
ん

だ
よ
。
廊
下
や
ト
イ
レ
に
設
置
さ
れ
て
い

て
、
理
科
棟
な
ら
で
は
の
設
備
だ
ね
。

オープンサイエンスラボ
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現地で出会った友人たちと

　私は環境先進国と言われるドイツを自分の目で見たいなと
入学当初から考えていました。チューター制度でドイツ人の女
の子のチューターになりドイツの話を聞く度にドイツへの興味
が増していったのがきっかけです。

　

　正直、私は留学する前にほとんどドイツ語を勉強していま
せんでした。その為、ドイツに来てからはとても辛い日々も
ありました。私は勉強せずに留学に来てしまったことを後悔
した日々もあったので、これから留学を考えている人は少し
でも時間を見つけて語学を身につけてから留学することをお
勧めします（私のように、ほとんど勉強せずに行く人も珍し
いかもしれませんが）。

　
　
　午前中はドイツ語の語学学校に通い、午後はタンデムをした
り、買い物に行ったり、図書館で勉強したり、友達と遊んだりし
ています。火曜日と木曜日の夕方は英語の授業を受けています。

　ペットボトルや瓶にデポジットがかけられており、スーパー
に持って行き機械に入れるとレシートが出てきてそれでお買い
物ができることや、レジ袋がどこでも有料であり、ほとんどの
人たちがマイバッグを持って来ていることです。

　留学中一番うれしかったことは本当にたくさんあります。隣人
に「ドイツ語が上手になったね！」と言ってもらえた時は本当に
うれしかったです。逆に大変だったこともたくさんありますが（も
う一人の隣人が爆音で音楽を聴き、注意をしてもやめてくれな
いことや、ドイツでは風邪では病院に行かないことなど）、今思
えば貴重な経験ができたと思います。

　
　留学を経験し、本当にたくさんのことを学びました。しかし、
この経験をどのようにいかしていけるのかまだわかりません。
まずは日本での自分の生活の中に留学で学んだことを取り入
れていきたいと考えています。また、この学んだことを自分
の学びだけでなく共有できるように、人にも伝えていきたい
と思います。
　

　留学での経験は本当に人生の宝物になりました。是非機会
があれば一人でも多くの人が留学
を経験できれば
いいなと私は思
います。今しか
できないことを
探してください。

留学をしようと思ったきっかけは。 留学中一番うれしかったこと、
逆に大変だったことは何ですか。

留学体験をどのように
いかしていきたいと思いますか。

在学生、高校生の皆さんに一言。

留学する前にどれくらい語学の勉強を
していましたか。

留学先ではどのような1日を過ごしていますか。

留学生活で一番驚いたことは何ですか。

①

⑧

②
⑩ ⑥

⑨

③
④
⑤⑦

⑪留学生
　レポート

総合教育課程

環境教育コース・自然誌専修 ４回生

私立大阪桐蔭高等学校出身

ドイツ／ハイデルベルク大学（留学期間　2011.9 ～ 2012.8）古
ふ る

川
かわ

 仁
ひ と

美
み

Interviewe
e

さん
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①ロック・ヘイブン大学　
②セントラルミシガン大学
③嶺南大学校
④公州大学校
⑤光州教育大学校
⑥西安外国語大学
⑦華東師範大学
⑧インドネシア教育大学
⑨ハイデルベルク大学
⑩ブカレスト大学
⑪リヨン第三大学



初
め
て
富
士
山
を
み
た
!
感
動
!!

奈教と奈良女子大の水泳部のみんなと一緒に

　帰国後は和太鼓の研究をしたいと思っています。大神神社
で出会った和太鼓はとてもすばらしいです！そして、卒業した
らぜひ日本で就職したいと思うようになりました。
　

　私は日本に来てできた日本人、留学生の友達とこれからも
ずっと付き合っていくと思います。機会があれば、ぜひ皆さん
も留学してみてください。一人で海外で生活すると自信と一生
の友達が得られます。

　本学の国際交流協定校の一つであるハイデルベル
ク大学（1993年4月交流協定締結）は、ドイツ最古の
歴史を持つ大きな大学です。世界各国からの留学生
も多く、様々な国の人と出会うことができます。またハ
イデルベルクは「大学生の町」とも言われ、古い建物
や城、博物館、劇場もある文化的、歴史的な町です。 

ハイデルベルク大学（ドイツ）

　大学で日本学を専攻しているので、日本語の上達のために
もぜひ日本に来たかったです。

　
　ハイデルベルク大学で2年半日本語を勉強しました。

　
　毎日授業があります。授業がない時も図書館で授業の準備
をします。ドイツでは通学時間が長かったのですが、奈良では
寮に住んでいるので友達にゆっくり会えます。４月からは水泳
部で1週間に6日、2時間半ずつ練習しています。週末には大
神神社の和太鼓クラブにも参加しています。
　

　驚いたのはたばこです。日本では駅のホームなど建物の外
では禁煙でも、レストランなどでは喫煙できます。
　それから、富士急ハイランドに行ったとき、4時間も並んで
ジェットコースターに乗りました。ドイツでは4時間も並ぶ人
はいないと思います。

　まず、日本で初めて一人暮らしをしたことです。
　それから、3月に初めて富士山を見たことです。朝5時半に
見た富士山は完ぺきな姿で言葉がないほど感動しました。夢の
ようでした！ 

留学をしようと思ったきっかけは。

留学体験をどのように
いかしていきたいと思いますか。

日本の大学生、高校生の皆さんに一言。

留学する前にどのぐらい日本語を勉強して
いましたか。

現在奈良教育大学の学生として
どのような1日を過ごしていますか。

留学生活で一番驚いたことは何ですか。

ハイデルベルク大学

日本／奈良教育大学（留学期間　2011.10 ～ 2012.9）

W
ウェーバー

EBER

M
モーリス

aurice M
ミヒェル

ichel

Interviewe
e

さん

留学生の友達と飛鳥で

留学中一番うれしかったことは何ですか。

今回は本学からハイデルベルク大学へ留学している
古川仁美さんと本学に留学しているウェーバー モー
リス ミヒェルさんに話を聞きました。
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世界遺産を自分たちの手で ～十津川道普請に取り組むユネスコクラブ～

2011年9月、台風12号により世界遺産「紀伊山地の霊場と参
詣道」の古道が被災しました。その古道を修復する「道普請」（奈
良県や十津川村との連携により実施）に参加している学生がい
ます。奈良教育大学ユネスコクラブの学生たちです。そんなユ
ネスコクラブで中心となってメンバーをまとめる部長の新宮さ
んと副部長の中澤さんに話を聞きました。

教員を目指す学生にとって聖地みたいなクラブ
ユネスコクラブは、本学が日本の大学で初のユネスコスクール加

盟校ということもあり、ESD（持続発展教育）に強い教員の育成や、
身近にあるものをテーマに教材を作り、物事を考えられるように
なることを目指して2011年に結成されました。自分の好きな奈良
の場所や食べ物をみんなに知ってもらうために、実際にフィールド
ワークを行う「私の好きな奈良」という活動や地域の小学校での「親
子燈花会」、奈良のユネスコスクールの小中学生と一緒にESDを学
ぶ「ASP子どもキャンプ」をしたりなど、子どもたちだけでなく
現職教員とも関わる機会が多くあります。「将来教員を目指してい
る方には聖地みたいなクラブですね」と中澤さんは話します。

世界遺産の『道』を修復する
参加のきっかけは「十津川村で世界遺産の『道』を修復する

ボランティアがあるから、ユネスコクラブでちょっとお手伝いし
に行こか」という感じで、ほんの軽い気持ちだったと言います。
道普請では、現地の方の協力を得ながら、トンガやジョレンとい

う道具を使って、「道」を作り直していきます。約2時間かけて山
を登ってからの作業となるためかなりハードで、道が完全に崩れて
いるところもあるなど修復の難しさを感じる場面も多かったそうで
す。しかし、「夢中になって作業を続けている中で、何気なく後ろ
を振り返ってきれいになった道を見た時にはとてもやりがいを感じ
た」、「自分が誰かのために少しでも役に立てている、世界遺産を修

復していると考えると、とても気持ちが良くなる」と話してくれま
した。また、十津川村の方々との交流も楽しみの一つだそうです。

ボランティアの何が楽しいのか？
「実は道普請に参加する前はボランティアの何が楽しいのだろ
うという気持ちでした」と中澤さん。しかし実際に道普請に参
加してみると、かなりの達成感を得ると共に、作業させてもらっ
てありがとうという気持ちになり、また村の優しさに触れ暖かい
気持ちでいっぱいになったということです。「とにかくボランティ
アは、実際に行ってみないとわかりません。」
メンバーは、今回の活動で、人と関わることの楽しさやおも

しろさを感じたそうです。「いろいろな人と交流することで、こ
れまでにない新しい見方、考え方に出会うことができます。こ
れからもたくさんの人と関わっていき、自分のなかの“つながり”
を広げていきたい」と目を輝かせていました。

ユネスコクラブの目指すもの
最後に、新宮さんがユネスコクラブの今後の目標について話して

くれました。「ユネスコクラブの目標は大きく3つあります。１つ目
が『道普請』の継続。このように素晴らしい十津川道普請への参加
を継続し、成長の糧としていくことです。2つ目が『奈良 ESD子ど
もキャンプ』（会場：奈良教育大学）を成功させること。奈良市内
のユネスコスクールの子どもたちが参加するキャンプに、学生リー
ダーとして参加します。現在は夏の本番に向けて、現場の先生方
に交じって企画を練っています。このキャンプが子どもたちの一生
の思い出になるようにしたいと考えています。3つ目が『つながり』
を全国に広げていくことです。私たちは全国の大学のユネスコクラ
ブが一堂に会して ESD活動の成果を発表し合う学びの場を構想し
ており、そのために他大学のユネスコクラブを訪問し交流すること
で『つながり』を結んでいきたいです。」

第２回道普請にて。崩壊した道の修復【左：新宮さん　右：中澤さん】　大学付近の文化財、奈良のピラミッド「頭塔」を訪ねて

教育学研究科専門職学位課程（教職大学院） １回生

新
あら

宮
みや

 済
わたる

さん

教育学研究科専門職学位課程（教職大学院） １回生

中
なか

澤
ざわ

 哲
て つ

也
や

さん

ユネスコクラブ 部長

副部長

ユネスコクラブの活動は以下HPに随時掲載されています。
http://nueunescoclub.web.fc2.com/
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全員で一つのものをつくる 〜一つの目標に向かって〜

ブカツ魂！
課外活動紹介

　奈良教育大学には、文化会所属13団体、
体育会所属27団体の課外活動団体があり、
多くの学生が仲間とともに活動しています。
ここでは、そんな課外活動を紹介します。
今回は、ウインドアンサンブルです。

私たち、ウインドアンサンブル部は、基本的に水・木・土の週３回練習しています。部員は4
回生12人、3回生11人、2回生7人、1回生10人の計40人で、部員の中には奈良女子大学や奈
良県立大学の学生もいます。毎年12月に奈良県文化会館で定期演奏会を開催しており、今年は
12月27日に開催します。

文化会 ウインドアンサンブル 部員数 40名（男子3名・女子37名）

教育学部 教育・発達基礎コース
幼年教育専修　3回生
大阪府立生野高等学校出身

ウインドアンサンブル部長

さん樋
ひ

渡
わたし

 友
ゆ

理
り

部活に積極的に取り組み、気持ちを一つ
にして一つの音楽をつくるためには、全員
が一丸となって練習に励み、曲のイメー
ジを共有することが必要です。こうする
ことによって、全員が一体化することが
できるのです。同じ時間に、同じ場所で、
みんなが主役となって同じ気持ちで何か
に取り組むなんて、なかなか機会がない
ことだと思います。それができるのが、
吹奏楽のよさであると、私は考えていま
す。これからも部員一同よりよい音楽を
目指して積極的に吹奏楽に取り組んでい
きたいと考えています。

私たちウインドアンサンブル部は、い
わゆる吹奏楽部です。規模は少し小さめ
ですがその分部員同士の仲が良く、日々
楽しみながら、励ましあいながら活動し
ています。年間 2回の演奏会をはじめと
して、幼稚園や小学校や福祉施設への
訪問演奏も行っており、幅広い年齢層の
方々に私たちの演奏を聴いていただいて
います。4月には新入生が入部し、新体
制になって一層明るくにぎやかになりまし
た。なかには初心者の部員もいますが意

欲的に練習に励み、また、先輩が一つひ
とつ優しく丁寧に教えている様子がよく
見られます。演奏会という一つの目標に
向かって全員で一つのものをつくっていく
ことが、吹奏楽の最大のやりがいである
と感じています。部員の数が少ないので、
誰一人欠けてしまっても演奏が成り立ち
ません。しかし、逆にいえば全員が必要
とされているということになります。部員
の多いバンドでは、確かに音楽に迫力が
出るし、できることは多いと思います。し
かし、私たちのバンドは、全員がいなけ
れば成り立たないからこそ、全員がかけ
がえのない存在であり、気持ちを一つに
して演奏会に向かってがんばっています。

また平成 24年度には、楽器ふれあいコ
ンサートの活動実績が認められ、国際ソ
ロプチミスト※2より支援をしていただける
こととなりました。
このように学内外においてこの取り組み

は高く評価されており、今後のより一層の
活躍が期待されます。

ウインドアンサンブルでは、依頼のあっ
た地域の小学校や幼稚園、福祉施設など
を訪問して体験型の演奏会を開催する取
り組み「楽器ふれあいコンサート」を行っ
ています。生の音楽を聴いてもらうことで、
音楽の楽しさを伝え、普段触れることの
ない楽器に直接触れてもらうことで、楽
器に興味を持ってもらうことを目的として
います。
楽器ふれあいコンサートでは、それぞれ

依頼者のニーズにあった楽曲を選択し、手
作りのマラカスを振ってもらって子どもた

ちなどと一緒に音楽を作り出したり、楽器
紹介や楽器当てクイズで楽器の音や特徴
を知ってもらったり、また直接楽器に触れ
てもらう時間も設けたりと、実際に参加・
体験してもらえるよう様々な工夫が凝らさ
れており、好評を得ています。
この活動は、学内で毎年募集されてい

る「学生企画活動支援事業※1」に何度も
採択されており、学内でも一定の評価を
得ています。

● 漫画研究会
● 歴史研究会
● 舞台工房ＫＡＴＥ
● 地歌箏曲部

● 合氣道部
● 弓道部
● 剣道部
● 男子硬式テニス部
● 女子硬式テニス部
● 硬式野球部
● 男子サッカー部
● 女子サッカー部
● 準硬式野球部

● 少林寺拳法部
● 水泳部
● 創作ダンス部
● 男女ソフトテニス部
● 男子ソフトボール部
● 女子ソフトボール部
● 卓球部
● 男子バスケットボール部
● 女子バスケットボール部

文化会 体育会
● バドミントン部
● 男子バレーボール部
● 女子バレーボール部
● 男子ハンドボール部
● 女子ハンドボール部
● ラグビー部
● ワンダーフォーゲル部
● 陸上競技部
● 柔道部

● ギターマンドリンクラブ
● ウインドアンサンブル
● 軽音楽部
● 華道部
● 茶道部
● 合唱団コールグレイス
● 劇団キラキラ座
● （障がい者問題研究会）すぎのこ
● 書芸部

『ウインドアンサンブル 楽器ふれあいコンサート』
活躍する奈教生

依頼者のニーズに合わせた楽曲を演奏

実際に楽器にふれてみよう

認証式で謝辞を述べる
樋渡部長

認証状を授与される
樋渡部長

ソロプチ
ミスト
認証式

※1　  学生自ら事業を企画し、そのうち優れたものに対して大学が経済的支援を行い、学生自身に実体験させることにより企画力・
実践力・社会性を身につけさせ、優れた教員等の養成に資することを目的として実施しています。

※2 　 管理職、専門職に就いている女性の世界的組織で、人権と女性の地位を高める奉仕活動をされています。その活動の一つ
として、地域社会における青少年の奉仕活動を奨励し推進するというプログラムを実施されており、その一環として支援
していただけることとなりました。
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C a m p u s  N e w s キャンパスニュース

日頃接点の少ない地域や後援会、同窓会の
方々と学生及び教職員が自由に語り合うこと
で交流を深め、大学の活性化につなげること
を目的として、学生中心の実行委員会により
企画、開催されました。

当日は、長友学長、同窓会会長をはじめ、
学生を含め約80名が参加、リラックスした
雰囲気のなか、「大学と地域の交流」など6
つのテーマに分かれて意見交換が行われま
した。

第5回大学懇談会を開催

意見交換する参加者

1 月 11日

高エネルギー加速器研究機構（KEK）との
間に、「相互に連携協力することにより、教
育及び研究成果の社会への還元を推進すると
ともに、その活動によって大学における教員
養成機能の充実と高度化及び KEKにおける
社会貢献活動の充実・発展に資すこと」を目

的とした連携協力協定を締結しました。
教員養成系単科大学と世界的水準にある
最先端研究機関との連携は初めての試みで、
理数科教員養成と小学校、中学校、高等学
校での理数教育における大きな成果が期待
されます。

高エネルギー加速器研究機構と連携協力協定を締結

調印を終え握手する鈴木 KEK 機構長（左）
と長友学長（右）

6 月 6日

学生と学長がお茶を飲みながら気軽に意見
交換し、学生の生の声を今後の大学運営にい
かすことを目的に実施し、17名の学生が参加
しました。
長友学長の挨拶、参加者の自己紹介に続き、

学生から授業内容や課外活動などについて広
く意見が出されました。それに対して長友学
長が一つひとつ丁寧に、時には自身の体験や
アドバイスを交えつつコメントしました。

学生と学長との懇談会を開催

学生と意見交換する長友学長

2 月 16日

大和郡山市との間に、「教員の資質の向上
及び教員養成の充実を図るとともに、教育上
の諸問題等に適切に対応することにより、大
学及び市における教育・研究の充実・発展に
資すること」を目的とした連携協力協定を締
結しました。

これまで、理数系の学生を大和郡山市の小・
中学校に派遣し、授業や個別指導の補助を行
うなどの事業を実施してきましたが、今後は、
理数系に限らず学生の力量形成のための交流
についても検討していく予定です。

大和郡山市と連携協力協定を締結

協定書を掲げる上田大和郡山市長（左）と長
友学長（右）

6 月 7日

学生食堂（愛称 :なっきょん食堂）
にて、今年4月に入学した留学生
の歓迎と、学生・教職員間の交流
を目的に開催されました。
留学生約40名をはじめ、日本人

学生約30名、大学役員・教職員ら
総勢90名が出席。多くの日本人学
生が参加したこともあって、学生
間の国際交流が深まり、終始和や
かな懇談会となりました。

春季留学生懇談会を開催

集合写真に納まる参加者たち

4 月 13日

平成23年度に学生企画活動支援事業（学
生自らが企画した事業のうち、優れたものに
対して大学が経済的支援を行う）として採択
された5つの団体が、1年間の活動を通じて

得たことや反省点などを報告しました。学生
委員会委員や聴衆の学生からは、今後の課題
となる点、質問や意見などが積極的に出され
ました。

平成23年度学生企画活動支援事業報告会を開催

成果を詳細に説明している様子

4 月 18日
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自然環境教育センター長
教授 鳥

と り

居
い

 春
は る

己
み

春に咲く、キク科の多年生草本で、本州から九州に自生す
る。数多いアザミ類の中で春に咲くのは本種だけである。学
内では図書館南の保存緑地で咲いているが、それはどうやら
シカの影響だと思われる。保存緑地にはこの 2～ 3年は丈

の高い単子葉草本が伸び、ノアザミはその中に隠れるよう
に咲いていた。しかし、今年は単子葉草本がシカに食べ尽
くされたのか草丈が伸びていない。ところがアザミは数を
増やし、草丈ものばしている。シカはアザミを食べない訳
ではないが、それほど好まないようで、先端部だけが食べ
られている。同じ場所で繁茂している雑草を 2011年秋号に
紹介しているので、その時の写真と比べてほしい。時期が
違うためかもしれ
ないが、生育して
いる植物も違うよ
うに見える。
棲みついたシカに

よる影響が植生に現
れ始めていることを
示すのだろう。

奈良に息づく
仲間たち

ノアザミ

附属学校園関連
3月4日～6日

附属小学校で全校美術展を開催 ～くらしから生まれ、くらしをつくる美術展をめざして～

全校美術展風景

附属小学校が、互いの作品を鑑賞し合う『全校美
術展』を開催しました。
1～ 4年生、特別支援学級は学級ごとに題材を決
めて、生活の絵か物語の絵に、5年生は『冬のくらし』
の絵に取り組みました。校区が広い附属小では地域
や家庭でのくらしを知り合う機会が少なくなりがち
なので、学校外のことも知り合わせたいと考えて取
り組みました。また６年生は、卒業に際して、問い

附属幼稚園園児が大学探検

附属中学校3年生が修学旅行で沖縄へ

食材あてクイズを楽しむ園児たち

魂魄の塔で平和ガイドの話を
聞く生徒たち

3月6日

5月19日～22日

卒園間近の年長児と、年中・年少児との縦割り
グループが、大学探検遠足で遊びに来ました。普
段入ったことのない大学講義棟内をドキドキしな
がら歩き、研究室や図書館の絵本の部屋など７ヶ
所のポイントを回りました。理数センターで空気砲
の実験に参加したり、技術棟でロボットを見たり、

家庭科教育講座で食材あてのクイズをしたり、特別
支援教室の遊具で遊んだりと新しい発見や驚きのあ
る盛りだくさんの時間を楽しく過ごしてもらいまし
た。参加してくれた学生たちも園児との触れ合いを
楽しみ附属幼稚園がある大学ならではの体験ができ
ました。

3年生が 3泊 4日の日程で沖縄へ修学旅行に行
きました。1日目、魂魄の塔の前での平和集会の後、
平和祈念資料館、平和の礎を巡り、避難壕であるガ
マへ向かいました。また、宿泊先ホテルで「平和の
語り部」の方の戦場での凄惨な体験に耳を傾けまし
た。2日目は学生ガイドの方達と沖縄戦跡を回り、
役場での入村式を終えて 3日目にお世話になる民

泊先のお宅へ移動しました。3日目の午前中は、現
地での体験活動をした後、午後はマリンスポーツを
満喫しました。最終日は、世界遺産の首里城を見学
し、国際通りでの班行動の後、那覇空港から帰路に
つきました。沖縄での 4日間は、時間と空間を越え
て、今ここにいることを確認する旅だったのかもし
れません。

直し、見つめ直し、描き残しておきたいことを題材に
しました。原爆の被害を知ったヒロシマ旅行、長く続
けてきた少年野球。「この姿こそぼく・わたしだ」と
いう作品が並ぶと、下の学年の子もあこがれの気持
ちを持つようです。全校美術展は、子どものくらしか
ら生まれた子どものくらしのための美術展です。
この美術展は、大学の教職員はもちろん、地域の
方々にも公開しました。
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子どもたち全員がのびのび

と笑顔で過ごせる教室を

作り、楽しい気持ちを

みんなで共有する時間を

たくさん提供できる教員に

なりたいと思います。

子どもたちと同じ目線に
立ち、子どもの行動の
理由をきちんと考えられる
教員になりたい。

子どもたちは、遊びを通し
て協調性や社会性などを
自然に身につけていくと
考えます。遊びを大切にし、
共に楽しんでいける
教員になりたいです。

子どもたちを温かく
見守り、子どもの成長や
心の動きを敏感に感じ取る
ことができる、子どもたち
に安心感を与えられる
教員になりたいです。

子どもの伝えたいことを

受け止め、新たな発見や

気付きを活かすことが

できるように、子どもと同じ

目線に立って接することの

できる教員になりたいです。

一緒にいて楽しい！落ち着く！
と子ども達に思ってもらえる
ような幼稚園か小学校の
教員になりたいです。

人とのつながりを大切にでき
る教員になりたい。個性を
生かし、みんなで一つのこと
を乗り越える中で仲間の
大切さを知り、心から楽しい
と思えるような場を作りたい。

恩師に様々な面で
支えていただいた経験
から、生徒との距離が
近い教員になりたい。
次は私が教員として生徒を
支えたいです。

弊誌に関するご意見・ご感想を貼付のアンケートハガキで
お寄せください。、また、QRコード対応の携帯電話にて
アンケートに回答いただくこともできます。
皆様からのご意見・ご要望お待ちしております。

広報誌づくりなど、広報活動を手伝ってくれる
学生広報スタッフを募集しています。
興味のある方は総務企画課広報担当まで、
お気軽にお問い合わせ下さい。

こんな教員になりたい

教師になることを目指して奈良教
育大学に入学した新入生の皆さ
ん。それぞれどんな教員になりた
いのでしょうか。その熱い思いを
聞きました。

国立大学法人

中
な か い

井 淳
じゅんぺい

平さん（国語教育専修）

薬
や く し じ ん

師神 麻
ま き

希さん（幼年教育専修）

田
た な か

中 千
ち さ と

智さん（幼年教育専修） 田
た な か

中 舞
まい

さん（幼年教育専修） 森
もりかわ

川 奈
な み

美さん（幼年教育専修） 奧
お く の

野 正
まさとよ

豊さん（教育学専修）

今
いまきた

北 由
ゆ う き

姫さん（幼年教育専修）

舟
ふなこし

越 咲
さ き

紀さん（幼年教育専修 ）




